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人
権
尊
重
の
ま
ち
と
は
、
ど
ん
な

ま
ち
で
し
ょ
う

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
か
け
が
え
の

な
い
大
切
な
存
在
と
し
て
、
互
い
に

認
め
合
い
、
支
え
合
い
、
笑
顔
と
幸

せ
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
・
・
で
し
ょ
う

か
、
皆
様
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
私
た
ち
が
日
々
ど
う

す
れ
ば
人
権
尊
重
の
ま
ち
に
向
か
っ

て
歩
ん
で
い
け
る
の
か
、
そ
の
ヒ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
、
三
木
市
人
権
・
同
和
教
育

協
議
会
（
以
下
、
三
同
教
）
は
結
成

50
周
年
を
迎
え
、「
未
来
志
向
の
人

権
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

日
々
考
え
る
大
切
な
行
動
や
意
識
を
、

次
の
よ
う
に
示
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
人
権
に
関
連
す
る
ゲ
ー
ム

や
イ
ラ
ス
ト
を
教
材
に
し
た
参
加
体
験
型

の
住
民
学
習
の
ほ
か
、
人
権
ゆ
か
り
の
地

を
訪
れ
、
そ
の
地
域
の
取
組
や
人
々
の
思

い
に
ふ
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、

参
加
者
が
興
味
・
関
心
を
も
ち
、
積
極
的

に
参
加
で
き
る
よ
う
な
学
習
方
法
も
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
直
接
人
権
課
題
に
向
き
合
い
、

自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な

活
動
に
取
り
組
む
方
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
日
常
生
活
の
中
で

学
び
、
さ
ら
に
人
権
学
習
で
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
、「
人
権
尊
重
の
ま
ち
」
み
き

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
は
、
人
が
人
と
し
て
暮
ら
す
の
に

欠
か
せ
な
い
、
大
事
な
も
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
普
段
の
何
気
な
い
言
動
で
、
傷
つ

け
た
り
、
傷
つ
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
人
権
学
習
を
積
み
、
学
び
を

深
め
る
こ
と
で
、
間
違
い
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

学
び
を
深
め
る
に
は
、
市
や
各
地
域
の

公
民
館
で
行
わ
れ
る
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、

特
に
各
自
治
会
な
ど
で
行
わ
れ
る
住
民
学

習
に
参
加
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
住

民
学
習
で
は
現
代
社
会
の
人
権
課
題
に
関

係
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
た
後
、
自
分
の

思
い
や
意
見
を
出
し
、
他
の
人
の
意
見
も

聞
く
中
で
人
権
意
識
を
高
め
合
い
、
自
分

磨
き
が
で
き
ま
す
。

人権尊重のまちを
めざして ■問（市）人権推進課　☎82－8388

人権を五感で学ぶフィールドワーク

未来のココロの木

人権を学び合うことで自分が、家庭が、地域が、まちが高まっていく！

人権尊重のまちづくりを進めるために日々考える大切な行動や意識

（三同教50周年記念誌の原文を要約しています）

①参加し、参画する
　人権に関する研修会やイベントに参加し、自分ができる範囲で協力したり自分の発想を生か
したりして企画や運営に関わる。

②出会い、対話する
　市民同士が出会いと絆を大切にし、尊重して対話することにより、互いが元気になり、自信
をもって生きていく。

③気づき、学び合う
　身近な生活の中にある人権に気づき、それを家族や友人と共有しながら、ともに人権を大切
にした生活を高めていく。

④人と自分を大切にする
　「人も自分も大切にし、ともに幸せになっていく」という考えをもち、それを日々の生活で
意識し、行動する。

⑤自分・家庭づくりから地域づくりに向かう
　自分が積み上げてきた人権・同和教育の学びや経験を生かした家庭づくりを行い、やがて地
域・職場に広げる。
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